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背 景 とね らい

岩手県内における箱育苗のための催芽種子のつくり方は、個人育苗、施設育苗などその規模

の大小によって異なる点もあるが、大部分はヨンクリート製、ポリ製、布 (ズ ック)製などの

水榊に、猛子袋につめて約10日間はど浸漬 し、その後、浴柑、ムロ等を利用して加温 し催芽す

る方法をとっている。ところが近年になって、いわゆるハ トムネ自動催芽機と呼ばれる専用機

が登場 し、漫演と加温僅芽処理の一連の作業を、この機内できゎめて短期,けに処理できるよう

になった。このことから播純にいたるまでの予措日数の短キ1占と、省力化が促進され、育占の能率

化がはかられるように去っブも県内には54年末までに既に1.400台以上も導入されQる 実情である。

本機の機能は、浸種は13～14℃の水中で4日間行い、この間に水は循環 しながら気池を発生

させて酸素を補給 L′、さらにこのあと32cに 水を加温 L″、 1日 間循環させて連芽するものであ

る。このことから、浸種前消希作業の実施を原貞Jとしている現在の粒子消寺法 (恥子紛衣法、

薬斉け吹付け法 )においては〔この循環浸潰中に箱子表面iに付着 していた薬剤が離脱 して、消茅

効果を減退させるのではないかとの懸念がもたれた。

以上のような経過から、昭和53～軸年度において試験を実施 し、その実用性について検討し

た結果、極子消韓効果の低下もなく、十分に使llJできる兄通 しを得たので、昭和54年度指導上

の参考事項としてこれを実用化することとした。

2 技 術 内 容

1)使 用の方法

① 育 歯とヒンタとや1日人で、薬剤のは5%湿 粉衣 し、いったん風乾 した種籾や、極子センタ

ー内の大型消韓機械で吹付け処理 した極線を使用し、これを極子袋 (網状になったもの)

につめてから本機内に浸潰する。

② ハ トムネ自動悔芽機では電気をセットしてまず2日間13～14℃の水温で水の循環を行う。

この場合水は気泡を伴い、酸素を補給しながら循環する。この期間中水中では、樋子表面

の薬剤が殺菌作用を保持し消毒が行われる。

③  3日 めには水を全部とりかえ、新L″い水を加えて2日間 (5日 めまで)循環 し、5日め

前半には無換水のま 3ヽ2Cに加温し、循環させながら艦芽を行う。このように5日間の浸

演で芽の切れは斉―に行ゎれるので、このあと直ちに器紅作来にか れヽる。

④ 3日 めの換水は行わず、無換水のまよで連続5日i規の循環浸演も可能である。しかし、

この場合は水の汚濁が日だつようになる。

① 全 般に薬剤 くベンレートT水和剤 、 ホーマイ水和剤 )が水中に溶出するため、池立ち

が日だつが、常に水位に気を最 りt粒子がいつも水中にあるよう注意する。

③ 僅 芽工程は図5のとおりである。
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適イ申口手に排水し冷水を入れ芽止め

使用上の留意点

循環浸漬 1日後に換水すると

消毒効果が低下する場合がある

から、2日 後 (3日 め )の換水

とすること。メーカとの説明書

には 1日後の換水とあるので注

意する。

混極、横芽は定められた温度

(水温13～14C循 環浸種、32c

循環催芽 )で行うこと。

混種する種初量が過少の場合

は容器内の水との比率 (液量比

又は浴比と言う)が低く、従っ

て液内の薬剤濃度が低下して効

果が劣る。このためそれぞれの

催芽機型式に定められた極予量

を浸演 し、それに所定の水を加

えて規定の水位に達するように

(鱗謹観顕巻推警告繍骰竿曾ぼ。)
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する。この際水は定められた目盛以下 (最低水位線 )にならないよう注意する。

表 1.処 理種子の播穐後の発病状況並びに菌の発生状況       (2区 平均値 )
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